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研究成果の概要（和文）：「セルフスティグマ低減」教材の効果および実行可能性を検証するため、糖尿病専門
医により現在加療中の20～65歳までの２型糖尿病患者を対象に、同教材の視聴前後に質問紙調査を実施した。セ
ルフスティグマ尺度（Kato A et al, Health and Quality of Life Outcomes 2014）を用いてセルフスティグマ
の状態を測定、その低減を比較することにより、同教材の効果検証を行った。その結果、同教材の有効性に関し
ては有望な結果を得ることができた（Kato A et al, PEC Innovation 2023）。さらに、これら一連の分析結果
にもとづいて同教材を改訂した。

研究成果の概要（英文）：The self-stigma reduction program was relatively feasible and acceptable. 
Although due to the small sample size our results were not statistically significant, a large 
reduction of self-stigma was found in those who completed the program, which is promising. Future 
studies with larger sample sizes are needed to measure the program's long-term effects on the 
reduction of self-stigma. This program is innovative as the researchers and healthcare professionals
 collaborated with patients who contributed their narratives（Kato A et al, PEC Innovation 2023).
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研究成果の学術的意義や社会的意義
セルフスティグマの状態を低減させることにより、２型糖尿病患者の積極的な自己管理行動を促すことは、治療
上、非常に意義がある。２型糖尿病患者のための「セルフスティグマ低減」教材は、本研究代表者らが世界で初
めて解明した、セルフスティグマが患者の自己管理行動に影響をおよぼすメカニズムをもとに開発を進めた。本
研究によって得られた同教材の有効性に関する有望な結果は、実臨床においても、いままで十分に改善できなか
った治療に取り組むために必要となる患者自身の積極性を、エビデンスに基づいた介入によって支援することに
つながると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2 型糖尿病患者数の著しい増加に伴い、日本では糖尿病を「生活習慣病」と呼び、日々のよ
くない健康行動により発症し、血糖管理から合併症の発症・進展まで、糖尿病は自己責任で本
来個人が管理すべき病気だとする誤った認識が広がってしまった結果、社会では、患者は「だ
らしない」「怠けている」などと時に言われてしまうことがある。そのような中、2型糖尿病に
対するスティグマ（2 型糖尿病患者に対してネガティブなステレオタイプを持つこと）研究が
注目されるようになった。近年、日本を含め世界各国から、スティグマが 2型糖尿病患者の検
診・受診行動や服薬行動に影響を与えることが報告されてきている。2 型糖尿病は、慢性疾患
の中でも、日々の食事・運動療法を含む、患者自身の主体的な自己管理行動が必要不可欠であ
るため、スティグマが患者の自己管理へ与える影響は、治療上、非常に重要となる。しかしな
がら、スティグマの患者への影響を低減させるために、臨床上どのように教育介入していった
らよいのかについては解明されていない。 
 
 
２．研究の目的 
「生活習慣病」は自己責任の欠如であるとする、社会における 2型糖尿病に対するスティグ
マが、患者へ与える影響の解明が急がれている。スティグマを単に認識するだけでは、患者の
中でその内在化（セルフスティグマ）は起きず、セルフスティグマという状態こそが、患者の
自己管理行動に負の影響を及ぼすことを、私たちは世界に先駆けて解明した（Kato A et al, 
Patient Education and Counseling 2016; Kato A et al, BMJ Open Diabetes Research and Care 2016; 
Kato A et al, BMJ Open 2017）。 
これらの研究成果から、「セルフスティグマ」の低減という新しい概念に着目し、現在の患者
教育モデルに応用することで、いままで十分に改善できなかった患者の治療アドヒアランス向
上を目指した「セルフスティグマ低減」教材を、私たちは開発した（平成 27～28年度、科研費
「研究活動スタート支援」、研究代表者：加藤明日香）。同教材は、本研究代表者らが世界で初
めて解明した、セルフスティグマが自己管理行動に影響を及ぼすメカニズムをもとに（Kato A et 
al, BMJ Open 2020a）、患者のナラティブ（語り）を素材として（Kato A et al, BMJ Open 2020b）
開発を進めた。同教材は、セルフヘルプ型の心理教育プログラムであり、10 セッション（10
週間で全視聴完了）から構成され、自宅で視聴が可能である。 
本研究は、2 型糖尿病患者のための「セルフスティグマ低減」教材の効果および実行可能性
を検証することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
「セルフスティグマ低減」教材の効果および実行可能性を検証するため、糖尿病専門医によ
り現在加療中の 20～65歳までの 2型糖尿病患者を対象に、同教材の視聴前後に自己記入式質問
紙調査を実施した。セルフスティグマ尺度（Kato A et al, Health and Quality of Life Outcomes 2014）
を用いてセルフスティグマの状態を測定、その低減を比較することにより、同教材の効果検証
を行った。 
調査項目は、セルフスティグマ尺度のほか、健康管理への積極性評価尺度（PAM-13）、ロー
ゼンバーグ自尊感情尺度（SES）、一般性自己効力感尺度（GSES）、ヘモグロビン A1c値であっ
た。また、同教材の質的評価として、教材内容に関する親和性や有用性について、患者より自
由な感想や意見を回答いただいた。さらに、主治医による、診察中に観察された同教材視聴患
者の変化についての臨床的所見もあわせて収集した。これらの量と質の両側面から測定収集し
たデータをもとに、同教材の改善点を特定し、改訂した。 
なお、本研究の実施にあたっては、東京大学大学院医学系研究科倫理審査委員会からの承認
を得た（承認番号：No. 11728）。 
 
 
４．研究成果 
「セルフスティグマ低減」教材の有効性に関して有望な結果を得ることができ、本研究結果
について、査読付き学術誌において発表することができた（Kato A et al, PEC Innovation 2023）。 
本研究の除外基準は、精神疾患または摂食障害などの併発症を有する者とした。研究参加に
同意した 17名のうち 11名（平均年齢：54.36±8.58歳、女性：63.6％、平均罹病期間: 12.09±10.41
年)が全教材の視聴を完了した（完遂率：64.7％）。全教材の視聴を完了した研究参加者は、視
聴前後でセルフスティグマの状態が大幅に低減した（セルフスティグマ尺度；視聴前の平均得
点：35.82±16.26、視聴後の平均得点：25.55±16.91）（図 1）。このセルフスティグマの状態の低
減について、フリードマン順位和検定を行ったところ、統計的な有意差は認められなかった（エ
フェクトサイズ：d=0.8、χ2=3.6、p=0.057）。 



また同教材の質的評価として、教材内容に関
する親和性や有用性については、同教材のセッ
ション時間数を除いて、研究参加者から高い評
価を得ることができた（教材に対する評価（5
点満点）：①長さ（2.7点）、②音声（4.2点）、③
文字の大きさ（2.9点）、④説明文のわかりやす
さ（3.9点）、⑤ホームワーク指示文のわかりや
すさ（3.7点）、⑥ご自身の糖尿病治療への役立
ち度（4.1点）、⑦他の患者さんへの推奨度（4.0
点））。したがって、「セルフスティグマ低減」教
材による教育介入は、総体的に実行可能であるこ
とが確認された。 
 
本研究の実施期間中、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、緊急事態宣言が発令さ
れた 2020年 4月以降、医療機関におけるデータ収集をはじめとする研究活動の禁止および自粛
が求められた。そのため、研究参加者のリクルートおよびデータ収集の実施継続が、事実上不
可能となり、本研究で分析できたデータ数が、当初計画していた目標サンプルサイズには届か
なかった。しかしながら、こうしたサンプルサイズの問題により、分析結果は統計的には有意
ではなかったものの、本研究によって得られた「セルフスティグマ低減」教材によるセルフス
ティグマの状態の大幅な低減は、有望な結果であったと言え、将来的に大いに期待できる教材
であることが示唆された。今後、同教材の長期的な効果を測定していくためには、より大きな
サンプルサイズによる介入研究実施が必要である。 
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